
工 事 名 称    国 道 4 7 号  中 山 平 大 橋 上 部 工 工 事  
発 注 者    国 土 交 通 省  東 北 地 方 整 備 局  
橋 梁 形 式    P C 2 径 間 連 続 ラ ー メ ン 箱 桁 橋  
橋 ⾧ （ 支 間 ⾧ ）   1 5 9 . 0 m （ 7 2 . 0 m + 8 5 . 0 m ）  
架 設 工 法    張 出 架 設 工 法 、 側 径 間 吊 支 保 工  

橋 梁 D X の 進 化 に よ る 生 産 性 1 . 5 倍 へ の 挑 戦  

橋 梁 上 部 工 工 事 に 複 数 の 自 社 開 発 D X 技 術 を 導 入  

当 社 で は 、 橋 梁 事 業 に お け る 生 産 性 向 上 と 持 続 可 能 な 事 業 運 営 の 実 現 を 目 指 し 、 設 計 か ら 施 工 、 維 持 管 理 に 至 る 事
業 プ ロ セ ス を デ ジ タ ル で つ な ぎ 、 A I ・ ロ ボ ッ ト ・ デ ー タ 活 用 に よ り 施 工 管 理 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 と 施 工 の 自 動 化
を 推 進 す る 事 業 変 革 構 想 「 D X - B r i d g e 」 を 推 進 し て い ま す。  

D X - B r i d g e 実 証 フ ィ ー ル ド の 概 要  

DX-Bridge構想の実証フィールドとなった中山平大橋 

DX従来比 67% -80分削減 

DX従来比 50% -20分削減 
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打設 
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現場作業 
調書・管理資料作成 

全作業のDX導入効果 

現場作業の導入効果 

調書・管理資料作成 
の導入効果 

DX導入 従来比58% → ← 730分削減 

DX導入 従来比47% → ← 180分削減 

DX導入 従来比60% → ← 550分削減 
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従来の作業時間：100％ 

生産性が1.6倍以上に向上 

DX導入効果 作業内容毎のDX導入効果 

職 員 1 人 当 た り の 生 産 性 が 1 . 6 倍 以 上 に 向 上  
実 際 の 現 場 で 効 果 を 検 証 し た 結 果 、 現 場 作 業 と 調 書 ・ 管 理 資 料 作 成 に 係 る 時 間 が 従 来 と 比 較 し て 約 5 8 ％ ま で 短 縮
し 、 合 計 で 7 3 0 分 の 削 減 を 実 現 し ま し た 。 生 産 性 は 約 1 . 6 倍 以 上 に 向 上 し て お り 、 高 い 導 入 効 果 が あ り ま す 。  

フロントローディングでのBIM/CIM活用 
鉄筋の干渉チェック 交差道路との離隔確認 

鉄筋組立手順の事前確認 干渉有無の事前確認 

DX-Bridgeを構成する要素技術 

計測・測量作業におけるワンマン化技術 
自動追尾式トータルステーションを活用したワンマン測量 ワンマンレベル測量 

様々な測量作業を1人で計測 1人でレベル測量が可能 

検査・立会時のデジタルデータ、自動化技術の活用 
ラクカメラ® AR型枠位置確認 組立ナビゲーション 

AIによる鉄筋検査の自動化 型枠モデルをARで重畳 組立手順の可視化 

スマートメジャー ARコンクリート締固め 

点群を用いた出来形計測 締固位置と時間をARで管理 

追尾式TS 型枠セット測量 幅員、壁高欄測定 PC鋼線設置高さ測定 


